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投資有価証券評価損および関係会社株式評価損等の計上に関するお知らせ 
 

 当社が保有する投資有価証券および関係会社株式のうち、時価が著しく下落したものについて、

平成21年3月期第３四半期決算において投資有価証券評価損および関係会社株式評価損等を特別

損失として計上する見込となりましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期第３四半期の投資有価証券評価損および関係会社株式評価損等の総額 

（連結） 

(Ａ)平成21年3月期第３四半期の投資有価証券評価損の総額

およびのれんの一括償却額 
304 億円 

(Ｂ)平成 20 年 3 月期の純資産の額  （Ａ／Ｂ×１００） 
3,679 億円 

（        8.3％） 

(Ｃ)平成 20 年 3 月期の経常利益額  （Ａ／Ｃ×１００） 
931 億円 

（       32.7％） 

(Ｄ)平成 20 年 3 月期の当期純利益額 （Ａ／Ｄ×１００） 
580 億円 

（       52.4％） 

 
（個別） 

(Ａ)平成21年3月期第３四半期の投資有価証券評価損および

関係会社株式評価損の総額 
453 億円 

(Ｂ)平成 20 年 3 月期の純資産の額  （Ａ／Ｂ×１００） 
2,446 億円 

（       18.5％） 

(Ｃ)平成 20 年 3 月期の経常利益額  （Ａ／Ｃ×１００） 
383 億円 

（         118.3％） 

(Ｄ)平成 20 年 3 月期の当期純利益額 （Ａ／Ｄ×１００） 
413 億円 

（         109.6％） 

   
（注）1. 当社の第３四半期末は、12月31日であります。  

2. 上記(Ａ)の金額は見込額であり、実際の金額は、今後の集計によって見込額と異なる結果と

なる可能性があります。 なお、四半期会計期間末における投資有価証券および関係会社株式

の減損処理にあたっては、四半期洗替え法を採用しているため、平成21年３月期末において

は、投資有価証券評価損および関係会社株式評価損の計上額が変動する場合があります。 
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２．今後の見通し 
連結決算においては、投資有価証券評価損約 98 億円、のれんの一括償却額約 206 億円を特別損

失として計上する予定です。なお、のれんの一括償却額は、個別決算において当社が保有する連

結子会社株式について関係会社株式評価損を計上したことに伴い、当該子会社に係るのれん相当

額を一括償却処理するものであります。 

個別決算においては、投資有価証券評価損約 85 億円、関係会社株式評価損約 368 億円を特別損

失として計上する予定です。 

 本件による業績への影響については現在集計中であり、業績予想の修正が必要と判断される場

合は、判明次第発表します。 
 

 以  上 


